
  

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

       

岸田政権は軍拡路線を徹底して進めている。台湾有

事に備えるとして南西諸島へのミサイル配備が進めら

れ、軍事費を５年で倍増しようとしている。そのため

に５月１９日には「防衛力強化資金」の創設を盛り込

んだ法案が衆院予算委員会で可決された。 
 

５月１９日から２１日に開催されたG７広島サミッ

トは、事実上のウクライナ参戦国会議であった。２１

日に発表された首脳コミュニケでは「ウクライナに対

する 我々の外交的、財政的、人道的及び軍事的支援を強化」することを表明

した。日本はウクライナに対し自衛隊車両提供を新たに打ち出した。G7はウ

クライナ戦争を止めるのではなく戦闘継続、拡大を意思統一したのである。ま

た台湾についても「台湾海峡の平和と安定の重要性を再確認する」として中国

との対決を強調した。このような軍拡、戦争路線を許してはならない。 

 

岸田内閣の支持率は５月 20、21両日に読売新聞５６％、毎日新聞で

45％といずれも４月中旬の調査から９ポイント上昇した。このことは市民が

岸田自公政権を積極的に支持したことを意味しない。地方選の結果を見ても

自公が議席を失っている。５月２１日足立区議会議員選挙で自民党は１７議席から５議席を減らし、第１党の座から転

落したことに示されるように自民は支持されていない。ただ立憲も軍拡では長距離ミサイルを容認し、自公政権と対決

していない中で、市民が変革の展望を積極的に見いだせず地方選では維新が勝利し、国政では岸田支持率がアップして

いるのである。沖縄では２１日、「島々を戦場にするな！沖縄を平和発信の場に！ ５・２１平和集会」（同実行委員会

主催）が開かれ、約２１００人が参加した。このような闘いに連帯し、辺野古新基地建設反対、南西諸島への自衛隊基

地建設、強化反対の闘いを進め、さらに台湾有事という戦争準備に反対する闘いをつよめ、東アジア平和構築へと進ん

でいかねばならない。闘いの力で変革への確信を市民の中に大きく作り出そう。 

 

 

◆6/11（日）◆ 

【滋賀】  14:00 大津市勤労福祉センター3階集会室 

【枚方市】 13:3０ 枚方市総合文化芸術センター別館 

（旧メセナひらかた） ５F 第７会議室 

【大阪市】 13：30 ＬＡＧセンター 

（城東区蒲生 1-6-21） 

【兵庫】   10:00  西宮市勤労会館  第 2会議室 

【寝屋川市】   １４：００ 寝屋川市民会館 第２会議室 

【河内長野市】 14：００ ノバティながの B会議室 

◆６/１７（土）◆ 

【茨木市】 １８：３０ 福祉文化会館２０２号室。  

◆6/18（日）◆ 

【京都市】 １０:00  キャンパスプラザ京都 

集会 

 

参加資料代 500円 

＜集会プログラム＞  

・基調講演  

・グループ討議 

・ＭＤＳ加盟と週刊ＭＤＳ購読の呼びかけ  

※検温・マスク着用にご協力ください。 

主催：ＭＤＳ（民主主義的社会主義運動） http://www.mdsweb.jp ／ e-mail：info@mdsweb.jp 

〒536-0016 大阪市城東区蒲生１丁目６-２１ LAG センター  TEL 090－3623－8202（村田） 

http://www.mdsweb.jp/

